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Unit ２【Sharing the planet／ この地球を共有するということ】

人間界と自然界の相互依存関係について、『自然、複雑性、共生、英知』を通して探究!!



自然界には、生態系、循環といった持続可能なシステムが存在して
おり、私たちはそれを学び取ることができる。私たち人間は自然の一部とし
て生きており、自然から食糧・水・空気・エネルギーを得ている。一方で人
間の行動は自然界に海洋汚染・温暖化などの影響を与えている。食糧問
題、気候変動、資源不足などの未来の課題を解決するためには、単なる
知識だけでなく、システム全体を見る力や、既存の枠にとらわれない考え方
が重要であり、自然の中にある「すでに成功している方法」から、未来に向
けたアイディアを生み出す力が求められる。私たちは、自分の行動が未来
にどんな影響を与えるのかを考え、小さな行動がやがて大きな変化を生む
ことを自覚し、責任ある選択をしていく必要がある。

Unit ２【Sharing the planet／ この地球を共有するということ】

人間界と自然界の相互依存関係について、『自然、複雑性、共生、英知』を通して探究!!



Line1「人間に恩恵をもたらす自然の英知」
Communication skill
【情報コミュニケーションの技術】
充分な知識を得た上で，受け手に合わせた適切な
コミュニケーション方法を選択することができる。



Thinking skill
【批判的思考】
複雑な仕組みや問題について探るためにモデ
ルやシミュレーションを用いることができる。

Line２「調和のとれた未来をつくる行動」



わたしたちは人間界と自然界のよりよい関係に
ついて探究をすすめてきました。そこで，このユ
ニットでの学びを活かして，
「考えよう！『ミライの地球』Frau SDGs edu
こどもプレゼンコンテスト2025」
に応募します。あなたはプレゼンターとしてテー
マ「私たちが2030年に創造したい世界」につい
て自分の考えを審査員の方々に発信します。

パフォーマンス課題



考
え
よ
う
！
『
ミ
ラ
イ
の
地
球
』

F
ra

u
 S

D
G

s
 e

d
u

こ
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
20
25



最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ
や
セ
ン
ト
ラ
ル

ア
イ
デ
ア
の
理
解
が
、
ど
の
よ
う
に
拡
張
し
た

り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
さ
ん
が
最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ



Ａ
さ
ん
が
最
後
に
描
い
た

概
念
マ
ッ
プ



最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ
や
セ
ン
ト
ラ
ル

ア
イ
デ
ア
の
理
解
が
、
ど
の
よ
う
に
拡
張
し
た

り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｂ
さ
ん
が
最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ



Ｂ
さ
ん
が
最
後
に
描
い
た

概
念
マ
ッ
プ



最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ
や
セ
ン
ト
ラ
ル

ア
イ
デ
ア
の
理
解
が
、
ど
の
よ
う
に
拡
張
し
た

り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｃ
さ
ん
が
最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ



Ｃ
さ
ん
が
最
後
に
描
い
た

概
念
マ
ッ
プ



最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ
や
セ
ン
ト
ラ
ル

ア
イ
デ
ア
の
理
解
が
、
ど
の
よ
う
に
拡
張
し
た

り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
さ
ん
が
最
初
に
描
い
た
概
念
マ
ッ
プ



Ｄ
さ
ん
が
最
後
に
描
い
た

概
念
マ
ッ
プ


	スライド 1
	スライド 2: Unit ２【Sharing the planet／ この地球を共有するということ】  人間界と自然界の相互依存関係について、『自然、複雑性、共生、英知』を通して探究!!
	スライド 3: Unit ２【Sharing the planet／ この地球を共有するということ】  人間界と自然界の相互依存関係について、『自然、複雑性、共生、英知』を通して探究!!
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

